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連合総研は、介護保険制度導入後、約１年を迎えた段階における制度の検証を含めて介護サー

ビスの実態調査を企画し、今後の制度改革に向けた政策提言を行うために、2000年7月、「介護サ

ービス実態調査研究委員会」（堀越栄子主査）を発足させた。 

本調査の主たるねらいは、調査の概要の意図と目的で述べているように、介護サービスにおけ

る職の確立と介護者側からの実態の把握にあり、そのため、①ホームヘルプサービス職に関する

アンケート調査、②ケアマネジャー職に関するアンケート調査、③要介護高齢者についての実態

調査の３つのアンケート調査を2001年3月～4月にかけて実施した。 

本報告書は、これら３つのアンケート調査の分析とそれを踏まえての総論から構成されている。

また、各章の調査項目のおわりには、適宜「要約」としてまとめ、内容のポイント、問題点の指

摘をおこなって、便宜を図っている。 
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